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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は世界の諸言語（とりわけ韓国語諸方言、中国語諸方言、アフリカのバンツー
諸語）と比較することにより類型論的観点から日本語諸方言のアクセントを考察し、その特質を明らかにすることであ
る。この目的を達成するために年度ごとに重点テーマ（借用語のアクセント、疑問文のプロソディー、アクセント・ト
ーンの中和、アクセント・トーンの変化）を設定し、それぞれのテーマについて諸言語、諸方言の構造・特徴を明らか
にした。これらのテーマを議論するために４回の国際シンポジウムを開催し、海外の研究者とともに日本語のアクセン
ト構造について考察するとともに、その成果をLingua特集号を含む国内外の研究誌に発表した。

研究成果の概要（英文）：The main purpose of this project was to examine the prosodic structures of Japanes
e dialects in comparison with those of other languages of the world, including Korean, Chinese and Bantu, 
to clarify the characteristics of Japanese from typological viewpoints. To achieve this goal, we set up a 
special theme for each year (loanword prosody, question prosody, accent/tone neutralizations, and accent/t
one changes) and discussed these topics at the four international symposia we organized in Japan. We summa
rized our findings in many academic papers and published them in various journals in and outside Japan, in
cluding the special issue of Lingua (2012, No. 122).
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１． 研究開始当初の背景 
日本語はアクセント体系の宝庫と言われ

るほど、諸方言に多様なアクセント体系が存
在している。隣接する韓国語諸方言との類似
性は言うまでもなく、アジア・アフリカの声
調言語に近いアクセント体系もある一方で、
語アクセント的特性を持たない体系（無アク
セント体系）もある。しかし諸方言のアクセ
ントについて調査研究が進む中、通言語的視
点からの分析は遅々として進んでいない。現
在、世界の言語研究の中で日本語の音韻研究
に求められているのは、日本語諸方言のアク
セント体系を世界の諸言語と対照して、相対
的に位置づけようとする努力である。そして、
このような対照言語学、言語類型論的な視点
から分析した日本語アクセントの研究成果
を、広く世界に向けて発信することである。  
 
２．研究の目的 
日本語はアクセントの宝庫と言われるが、実
際、世界の言語に例を見ないほど、諸方言に
多様なアクセント体系が存在している。では
アクセント体系から見た時、世界の言語の中
で日本語はどのような言語なのか、また、日
本語の研究が韓国語をはじめとする他の言
語のアクセント分析や言語類型論研究にど
のようなインパクトを与えるのであろうか。
これらの重要かつ未解決の問題を、日本語諸
方言のアクセント研究者とアジア・アフリカ
諸言語のアクセント・声調研究者の力を結集
して解決しようとするのが本研究の目的で
ある。本研究は、日本語諸方言のアクセント
体系を世界の言語の中に位置づけ、日本（語）
のアクセント研究の成果を広く世界に向け
て発信する。 
 
３．研究の方法 
 本研究の根幹を成すのが、(i)日本語諸方言
のアクセント調査、(ii)方言音声データのデジ
タル化と公開、(iii)アクセント調査データの
理論的・類型論的分析、(iv)研究成果の世界へ
の発信、以上４つの柱である。(i)については
絶滅危機方言とされる方言について追加の
アクセント調査を進めるとともに、(ii)本プロ
ジェクトのメンバーによってこれまで蓄積
された音声録音資料のデジタル化と、その公
開を図る。(iii)については、研究会を年に３
回開催し、アジア・アフリカ諸言語のアクセ
ント研究者とともに調査報告を議論する形
で日本語アクセントの分析を進める。(iv)に関
しては、毎年、年度末に海外の研究協力者を
招いて国際シンポジウム（会議言語は英語）
を開催し、日本語諸方言のアクセント分析を
発表する。また合計４回開かれる国際シンポ
ジウムの成果を英文論文集にとりまとめ、海
外の出版社から出版する。 
 
４．研究成果 
（1）平成 22年度 
初年度は複数のアクセント類型論を踏まえ

た上で、日本語諸方言および韓国語、中国語
バンツー諸語のプロソディー体系の位置づけ
を考察した。その成果は定期的な研究会およ
び12月に開催した国際シンポジウム(ISAT 
2010)で発表した。またウェブ公開に向け、収
集した音声データのデジタルファイル化作業
を進めた。言語・方言ごとの成果は次の通り
である。 
①甑島方言（鹿児島県）について現地アクセ
ント調査を行い、文レベルでHigh tone消去が
起こる条件とその要因を明らかにした。また
英語に見られるリズム規則との共通性を指摘
した。 
②ウガンダ西部のニョロ語の動詞の変化形と
声調との関係について、多様な変化形の声調
パターンが１つの型に集約できることを明ら
かにした。ただその場合、統語的な条件が幾
つか必要なことも明らかにした。 
③中国語の声調・アクセント・リズムをテー
マとして，若手研究者を中心とした研究会を
２回開催し，通時的研究も含め６本の研究に
ついて，詳細な議論を行った。 
④加計呂麻島（奄美）における２型アクセン
トの調査を実施しデジタル音声データを収集
した。昨年調査した上甑島（鹿児島県）のア
クセント調査の音声データの一部をデータベ
ース化した。 
⑤石川県白山市白峰方言を調査し、動詞アク
セント体系と日本語アクセント史との関連を
明らかにした。 
⑥中期朝鮮語のアクセント体系について新た
な音韻論的解釈を示した。さらに、現代慶尚
道大邱方言との対応について両者の間にアク
セント核の性質に違いはあるものの、ほとん
ど同じアクセント体系であることを明らかに
した。 
 
（2）平成 23年度 
特に借用語のアクセントと疑問文のプロソ

ディーに焦点をあてて分析を行った。研究の
成果は国際会議ICPP 2011をはじめとする国
内外の学会・会議で発表し、また国内外の研
究誌に投稿した。各分野の研究実績は次のと
おりである。 
①外来語の中でもアルファベット頭文字語の
アクセントがどのように決定されるかという
問題を、鹿児島方言、甑島方言、喜界島方言
をはじめとする日本語諸方言について分析し
そこに知覚上の原理と母方言のアクセント構
造の２つが制約として働いていることを明ら
かにした。 
②ウガンダ西部のバンツー系ニョロ語の現地
調査を行い、動詞の変化形における声調の働
きを調査した。その際、バンツー語研究にお
いて今まであまり考慮されることのなかった
関係節の声調や否定形における声調を詳しく



考察した。 
③「中国語諸方言との対照研究」の領域では
２回の研究会を基軸に、山西方言、呉方言等
のTone sandhiの類型的位置づけ、声調調値変
化の実態、周辺言語の漢語受容にみられる声
調変換等の問題を検討した。 
④隠岐島の複合語についての調査を行い、前
部要素が複合語アクセントの決定に関与して
いるという事実を発見した。また、隠岐島五
箇方言のデジタル録音データを収集した。あ
わせて、弘前、秋田（由利本庄市）など東北
における昇り核を持つ方言を調査して、東京
方言と比較した。 
⑤従来N型アクセントは隠岐諸島より東のも
のは知られていなかったが，福井県嶺北地方
にも２型あるいは３型のN型アクセントが存
在することを明らかにした。 
⑥韓国語晋州方言に関しては、従来「N型アク
セント」としてアクセント型の対立は５つみ
られる「５型アクセント」と報告されている
ものがあるが、新たな調査と分析を通して現
在型の対立が４つに減っていることを確認し
た。 
 
（3）平成 24年度 
「アクセント・トーンの中和」を重点テー

マに掲げて共同研究を進めた。研究の成果は
国際会議ICPP 2013（平成25年1月）をはじめ
とする国内外の学会・会議で発表し、また国
内外の研究誌に投稿した。上記の重点テーマ
に関する英文論文集を出版する準備を開始し
た。各分野の研究実績は次のとおりである。 
①日本語については鹿児島方言、甑島方言、
琉球方言、越前方言を中心に調査分析を進め
た。鹿児島方言については、若年層の１音節
語の単独発音においてアクセント中和が進
んでいることと、中高年層においても疑問文
や呼びかけ文においてアクセント型の区別
が失われる環境があることを明らかにした。
琉球方言については、アクセント調査を効果
的に行うための基礎語彙を提案するととも
に、その語彙を用いて宮古島の一部の方言を
調査し、その結果を発表した。越前方言につ
いては、福井県南越前町（旧河野村）と越前
町厨のアクセント調査を行い、これまで報告
されている３型アクセントの南限が旧河野
村河野までで、それ以南の内陸部には今庄ア
クセントが分布していることと、南越前町糠
のアクセントは報告のある越前町小樟のア
クセントと異なる体系をもち、更に古いタイ
プの可能性があることを明らかにした。甑島
鹿島方言については、２型アクセントの中で
も特異な性格をもち、若い世代には一部の対
立を失う１型化の傾向が見られるが、今回は
それらのアクセント型の確定のために項目
を追加して調査した。 
 ②アフリカの言語についてはウガンダ西
部のニョロ語（バンツー系）について現地調

査を行い、その南側で話される１型アクセン
ト体系のトーロ語とは異なって、最後の音節
が Hになるものと終わりから２音節目が Hに
なるものの２種類のパターンがあることを
明らかにした。ただし、いずれのパターンに
おいても Hが前にずれる傾向があり、これは
とりわけ単独形では強いことも明らかとな
った。 
 ③中国語については、諸方言のTone sandhi
について方言ごとに分析しながら、声調中和
の観点から漢語方言全体を見通せる類型化
とその根拠を提示した。 
 
（4）平成 25年度 
「アクセント・トーンの変化」を重点テー

マに掲げて共同研究を進めた。研究の成果は
国際会議 3rd ICPP（平成25年12月）をはじめ
とする国内外の学会・会議で発表し、また国
内外の研究誌に投稿した。上記の重点テーマ
に関する英文論文集を出版する準備を開始し
た。各分野の研究実績は次のとおりである。 
①日本語については鹿児島方言、甑島方言、
琉球方言、越前方言の調査分析を行った。鹿
児島方言については、若年層にみられるアク
セントの変化を分析し、それが標準語との接
触によるものであることを明らかにした。甑
島の諸方言については、鹿島方言においてア
クセントのゆれの確認とともに、動詞アクセ
ントも加えて調査した。また瀬々野浦方言、
長浜方言は、報告のある手打方言タイプと類
似のアクセントをもつが、韻律を担う単位に
異なりがあることが明らかになった。琉球諸
方言については、宮古諸島、石垣島などの八
重山諸島に焦点を絞ってアクセント規則を
明らかにするための調査を行った。その結果、
多良間島、宮古島与那覇などの宮古島諸地域
のアクセントの記述には、モーラや音節より
大きい単位（「韻律語」）を想定する必要があ
ることを発見した。福井県越前方言について
は、越前町海岸部南部の調査を行い、越前町
梅浦以南は無アクセントが分布しており、３
型アクセントは旧上岬村には及んでいない
ことが明らかになった。 
 ②アフリカの言語については、ニョロ語動
詞の変化形の声調を集中的に調査した。名詞
では基底において、最後の音節が Hになるも
のと終わりから２音節目がHになるものの２
種類があり、それぞれ単独形では…HFと…FL、
そして後に何かが続くと…LH、…HL と実現さ
れるが、動詞の変化形ではパターンは２種類
であるものの、後に何か続くと Hが全く消え
てしまう活用形があり、音韻論では処理でき
ない統語的規則が働いていることを明らか
にした。 
 ③中国語については Tone sandhi の通時的
背景について方言データの蓄積と分析を進
めた。特に文脈依存型の合流（共時的には中
和）について調値変化との関連性を考察した。 
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